
※未定稿※

平成27年度 文化振興課主要事業

事 業 名 説 明

文化づくり支援 ・｢群馬の文化｣形成に資する地域での多様で創造性豊かな活動を支援する。

・文化活動団体等への補助
・補助率：1/2
・補助対象事業 （補助上限額）
①文化力向上事業(500千円)
②次世代育成事業(200千円)
③文化資産発掘・活用事業(2,500千円)

・専門機関による補助事業の事前・事後評価と事業のコーディネート等

上毛かるた活用 ・上毛かるたの魅力を県内外に発信するために、上毛かるた及び関連書籍の
発行並びに有償頒布を行う。

・上毛かるた印刷（20,000部）
・上毛かるた競技県大会開催

（一部新規） ・平成27年度に創立70周年を迎える「群馬交響楽団」を活用し、オペラの制
ぐんま総合芸術推進 作・公演を実施するほか、メディア芸術などの新たな地域文化芸術の創生

・振興に取り組む。

・オペラ「蝶々夫人」制作・公演（新規）
・伝統歌舞伎の祭典
・子ども歌舞伎準備（新規）
・マンガ・アニメフェスタ
・夏休み子どもコンサート
・アニメ音楽with群響（新規）

群馬交響楽団支援 ・子どもたちが良質な音楽に直接触れる機会を確保するなど、群馬交響楽団
の運営基盤の安定を図るため、総合的に支援する。

・楽団運営費補助
・移動音楽教室
・高校音楽教室
・幼児移動音楽教室
・東京定期演奏会
・県外公演支援 など

文化施設維持整備（群馬 ・群馬県民会館(ベイシア文化ホール)は、昭和46年の開館以来、本県の文化
県民会館） 芸術の発信拠点として、年間30万人が利用する重要な文化施設であるが、

将来像や施設･設備の長寿命化などの課題について検討する。

・群馬県民会館のあり方検討委員会の設置
・利用者の安全に係る調査診断の実施



事 業 名 説 明

県立美術館・博物館企画展 ・県民に優れた芸術文化に触れる機会を提供するため、魅力ある企画展を開
示 催する。

(開催内容)
・近代美術館（４回）
「佐々木苑子展（仮称）」
「戦後美術の出発（仮称）」 など

・館林美術館（４回）
「リサ・ラーソン展（仮称）」
「舟越桂展（仮称）」 など

・自然史博物館（４回）
「恐竜時代の海の支配者」
「食べる」 など

・土屋文明記念文学館（４回）
「万葉集と東国（仮称）」
「村上鬼城生誕150年記念展(仮称)」 など

東国文化周知 ・県民が本県の歴史文化遺産の価値を再認識し、郷土への誇りと愛着を育む
取組を進めるとともに、「東国文化＝群馬」というイメージを全国に発信
し、その定着を図る。

・東国文化副読本の制作・配布・販売
・古代東国文化サミットの開催
・東国文化ポータルサイト運営
・文化遺産ガイドボランティア養成

（一部新規） ・平成29年のユネスコ世界記憶遺産登録を官民一体で目指し、上野三碑世界
上野三碑世界記憶遺産登録 記憶遺産登録推進協議会の運営や三碑の普及啓発を行う。
推進

・協議会の運営（一部新規）
推薦書作成やユネスコ記憶遺産選考委員会委員招聘等
○普及啓発
・シンポジウム開催
・チラシ、リーフレット、ポスター等制作
・講演会開催


